
無歯顎補綴の未来
無歯顎治療は、コンパウンド印象による義歯から、治療
義歯を使った完成義歯、システマティックな BPS 義歯
へと進み、そこに下顎総義歯吸着技術が加わることで、
患者にこれまでにない快適な義歯生活が提供できると
ころまで進歩した。
そして現在では、さらなる機能向上が期待できるイン
プラントオーバーデンチャーが世界中で注目されてい
る。
また、海外では、CAD/CAM による全部床義歯製作が始
まった。この製作方法によって、義歯の不適合の第一原
因である石膏膨張とレジン重合収縮がキャンセルされ
ることになり、これまで以上に適合の良い義歯が提供
される時代が訪れようとしている。

そこで、今回は、未来に向けた義歯治療の発展のために
以下の５項目について私見を述べ皆様のお役に立ちた
いと思う。
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「無歯顎補綴の未来」

1. 世界が求めている無歯顎治療とは
2. 世界の無歯顎治療に関する文献から言えること
3. BPS：Bio-functional Prosthetic System と
　下顎総義歯の吸着技術の繁栄
4. インプラントオーバーデンチャーの将来
5. CAD/CAM デンチャーにおける義歯改革
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